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あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

同
窓
会
会
員
、
教
職
員
の
皆
様

に
は
母
校
創
立
三
十
周
年
記
念
事

業
に
つ
い
て
積
極
的
に
ご
支
援
・

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に

ま
ず
は
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
日
頃
か
ら
同
窓
会
活
動
に
ご

理
解
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
達
の
母
校
湧
心
館

(

旧
江
津)

高
等
学
校
は
、
昨
年

創
立
三
十
周
年
を
迎
え
、
同
窓
会
、

育
友
会
、
振
興
会
、
学
校
ご
当
局

と
と
も
に
記
念
式
典
、
同
窓
会
総

会
、
記
念
祝
賀
会
等
の
行
事
を
十

月
二
十
三
日
に
挙
行
い
た
し
ま
し
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た
の
で
紙
上
を
借
り
ま
し
て
ご
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
、
記
念
品
に
つ
い
て

学
校
に
和
太
鼓
部
が
創
設
さ
れ

ま
し
た
の
で
三
十
周
年
記
念
品
と

し
て

｢

湧
心
館
太
鼓｣

の
寄
贈
を

行
い
ま
し
た
。
記
念
式
典
・
祝
賀

会
で
は
和
太
鼓
部
に
よ
り

｢

舞
湧

伝｣
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

二
、
同
窓
会
名
簿

(

会
誌
含
む)

と
記
念
誌
に
つ
い
て

名
簿
は
、
皆
様
方
の
ご
協
力
で

改
訂
版
が
出
来
ま
し
た
。
平
成
の

大
合
併
に
よ
る
地
名
変
更
、
個
人

情
報
保
護
法
に
よ
る
規
制
等
、
会

員
の
住
所
確
認
の
為
に
二
回
に
わ

た
り
異
動
通
知
票
を
送
付
し
、
多

家
庭
教
育
も
、
そ
の
最
終
目
標
は

生
徒
の

｢

自
立｣

だ
か
ら
で
す
。

具
体
的
に
は
、
①
挨
拶
を
徹
底
す

る
こ
と
、
②
勉
強
や
読
書
を
徹
底

す
る
こ
と
、
③
家
事
労
働
や
学
校

の
掃
除
を
含
む
仕
事
を
徹
底
す
る

こ
と
を
訴
え
て
い
ま
す
。
社
会
自

立
す
る
た
め
に
は
、
当
た
り
前
の

こ
と
が
当
た
り
前
に
出
来
る
こ
と

が
大
切
だ
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、

生
徒
諸
君
が
自
分
・
家
族
・
学
校
・

地
域
・
日
本
を
愛
し
誇
り
に
思
う

よ
う
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
心
か
ら

願
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
同
窓
会
新
聞
の
名

称
は

｢

江
極
だ
よ
り｣

で
す
。
設

置
時
の
校
名

｢

江
津
高
校｣

同
窓

会
本
部
を
中
核

(

極)

に
、
東
西

昭
和
五
十
四
年
、
定
時
制
・
通

信
制
の
独
立
校

｢

江
津
高
校｣

と

し
て
本
校
が
設
立
さ
れ
三
十
年
、

節
目
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

間
、
昼
間
定
時
制
の
設
置
に
伴
い

｢

湧
心
館
高
校｣

に
校
名
変
更
さ

れ
、
昼
間
定
時
制
は
全
日
制
に
移

行
し
、
全
日
制
・
定
時
制
・
通
信

制
の
三
つ
の
課
程
か
ら
な
る
特
色

あ
る
高
等
学
校
に
育
っ
て
い
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
本
校
の

教
育
に
深
い
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
全
・
定
・
通
い
ず
れ
の

課
程
で
あ
れ
、
本
校
の
生
徒
諸
君

に
話
す
機
会
が
あ
れ
ば
、
必
ず

｢

自
立｣

に
つ
い
て
話
を
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
学
校
教
育
も

南
北
の
同
窓
会
支
部
が
連
携
し
て

同
窓
会
の
伝
統
を
発
展
さ
せ
る
こ

と
を
願
っ
て
命
名
さ
れ
た
も
の
の

よ
う
で
す
。

江
津
高
校

(

現
湧
心
館
高
校)

の
校
名
は
、
江
津
湖
に
ち
な
ん
で

命
名
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、｢
江｣

と
は
湾
や
湖
の
奥
ま
っ
た
所
を
、

｢

津｣

と
は
船
着
場
を
表
す
言
葉

で
す
。
奈
良
時
代
初
期
に
本
校
付

近
に
は

｢

詫
麻
国
府｣

が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
国
府
に
大
量
の
物
資

を
届
け
る
た
め
、
有
明
海
ま
で
海

船
で
運
ば
れ
た
物
資
は
、
川
尻
で

川
舟
に
積
み
替
え
ら
れ
、
川
尻
か

ら
加
勢
川
沿
い
に
遡
り
、
そ
れ
を

降
ろ
し
た
船
着
場
が
こ
の
近
く
に

あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
場

所
を

｢

江
津｣

と
呼
び
、
地
名
と

な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

本
校
も
、
多
く
の
同
窓
生
が
集

散
す
る
船
着
場
、
心
休
ま
る
舫

(

も
や
い)

の
場
と
し
て
あ
り
た

い
と
考
え
ま
す
。

数
の
方
か
ら
ご
連
絡
頂
き
ま
し
た
。

尚
、
お
申
込
み
頂
き
ま
し
た
記

念
誌
、
名
簿
の
送
付
は
三
月
末
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
名
簿
の
販

売
は
随
時

(

在
庫
が
な
く
な
り
次

第
終
了
・
２
千
円)

受
付
ま
す
の

で
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

ま
た
、
会
誌
へ
の
寄
稿
は
、
皆

様
か
ら
貴
重
な
体
験
談
を
お
寄
せ

頂
き
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

三
、
総
会
、
祝
賀
会
に
つ
い
て

十
年
ぶ
り
の
総
会

(

100
名)

、

祝
賀
会

(

大
同
窓
会
223
名)

と
な

り
、
久
し
い
再
会
に
会
場
は
熱
気

に
包
ま
れ
大
盛
況
で
し
た
。

四
、
寄
付
金
に
つ
い
て

社
会
経
済
情
勢
の
大
変
厳
し
い

折
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
皆
様
に
は

献
身
的
な
ご
寄
付
を
頂
き
誠
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
同
窓
会
名

簿
へ
お
名
前
を
掲
載
し
ま
し
た
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
益
々
健
康

で
ご
活
躍
さ
れ
本
年
が

｢

更
な
る

飛
躍
の
年｣

と
な
ら
れ
ま
す
よ
う

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
創
立
三
十

周
年
記
念
事
業
へ
の
ご
支
援
ご
協

力
の
お
礼
並
び
に
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

���������同
窓
会
顧
問
兼
会
長

平

川

誠

二

�������������������湧
心
館
高
校
長

小

崎

良

伸

十
月
二
十
三
日
、
本
校
創
立
三

十
周
年
記
念
式
典
が
第
一
体
育
館

に
お
い
て
、
来
賓
な
ど
多
数
の
ご

出
席
を
賜
り
開
催
さ
れ
た
。

通
信
制
人
吉
協
力
校
支
部

���������江
津
高
通
信
制
課
程
一
回
生
か

ら
湧
心
館
十
七
回
生
ま
で
の
約
二

百
名
が
卒
業
し
た
人
吉
協
力
校
で

本
校
同
窓
会
支
部

｢

球
江
会｣

と

し
て
結
成
さ
れ
た
。
初
代
会
長
は
、

江
津
一
回
生
の
和
田
冨
美
子
さ
ん
。

創
立
三
十
周
年
記
念
人
吉
協
力
校

同
窓
会
を
平
成
二
十
一
年
十
月
三

十
一
日
、
十
二
時
か
ら
人
吉
ア
ン

ジ
ェ
リ
ー
ク
平
安
に
お
い
て
恩
師
、

同
窓
生
六
十
余
名
が
集
い
開
催
さ

れ
た
。
歌
、
踊
り
等
、
久
々
の
同

窓
会
に
話
が
弾
み
、
有
意
義
な
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
本
校

同
窓
会
か
ら
平
川
会
長
、
高
松
副

会
長

(

通
信
制
部
会
長)

、
学
校

か
ら
小
崎
良
伸
校
長
先
生
が
出
席

さ
れ
支
部
誕
生
を
お
祝
い
し
ま
し

た
。

����������祝賀会では、｢湧心館大
鼓｣

を
真
新
し
い
法
被
で
身
を
包
ん
だ

定
時
制
和
太
鼓
部
の
メ
ン
バ
ー
が

演
奏
し
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍

手
が
鳴
り
止
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

�������������総
会
で
は
、
前
年
度
会
務
報
告

本
年
度
同
窓
会
予
算
な
ど
が
承
認

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
江
津
通
一
回

生
吉
村
辰
巳
氏
が

｢

人
様
の
喜
び

は
自
分
の
喜
び｣

と
題
し
て
散
髪

ボ
ラ
ン
テ
ァ
で
全
国
行
脚
さ
れ
た

体
験
談
を
語
ら
れ
、
会
場
か
ら
大

き
な
拍
手
が
あ
り
ま
し
た
。
感
謝
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(残高の部) 単位：円
収入決算額 支出決算額 残高合計 摘 要

3,240,384 2,798,065 442,319 残高は平成21年度へ繰り越し

２. 特別会計 単位：円
収 入 支 出 残 高 残高は平成21年度

へ繰り越し
前年度繰越金 本年度積立金 預金利子 合 計 0 5,465,1094,462,301 1,000,000 2,808 5,465,109

(支出の部) 単位：円
科 目 当初予算額 更正額 更正予算額 決算額 予算残額 備 考

事 務 通 信 費 500,000 100,000 600,000 596,245 3,755 郵送料､ 封筒等印刷代
会 議 費 300,000 213,509 86,491 役員会活動費
学 校 行 事 費 200,000 152,248 47,752 卒業証書用角筒
会 報 費 200,000 11,000 211,000 210,630 370 同窓会新聞印刷代
名 簿 管 理 費 200,000 110,250 89,750 同窓会名簿データ整理料金
給 与 50,000 42,750 7,250 事務補助職員手当
積 立 金 1,000,000 1,000,000 0 同窓会積立金へ充当
予 備 費 628,000 △111,000 517,000 472,433 44,567 広告代 (新聞掲載)､ ホームページ作成代

計 3,078,000 2,798,065 279,935

１. 一般会計
(収入の部) 単位：円
科 目 当初予算額 補正予算額 決 算 額 増 減 備 考

会 費 1,800,000 1,960,000 160,000 392名×5,000円
繰 越 金 1,277,140 1,277,140 0
雑 収 入 860 3,244 2,384 預金利息

計 3,078,000 3,240,384 162,384

平成20年度同窓会決算書平成21年度同窓会予算書
１. 一般会計
(収入の部) 単位：円
科 目 当初予算額 前年度予算額 増 減 備 考

会 費 1,800,000 1,800,000 0
全日制 120名×5,000円
定時制 40名×5,000円
通信制 200名×5,000円

繰 越 金 442,319 1,277,140 △834,821
雑 収 入 681 860 △179 預金利息

計 2,243,000 3,078,000 △835,000

(支出の部)
科 目 当初予算額 前年度予算額 増 減 備 考

事 務 通 信 費 600,000 500,000 100,000 郵送料､ 消耗品､ HP更新費等
会 議 費 300,000 300,000 0 役員会費､ 交通費等
学 校 行 事 費 200,000 200,000 0 卒業証書用筒
会 報 費 200,000 200,000 0 同窓会新聞 ｢江極だより｣ 発行
名 簿 管 理 費 200,000 200,000 0 同窓会員名簿データ入力
給 与 350,000 50,000 300,000 事務職員給与､ 30周年賃金
積 立 金 300,000 1,000,000 △700,000 積立金
予 備 費 93,000 628,000 △535,000

計 2,243,000 3,078,000 △835,000

２. 特別会計
(１) 前年度からの繰越金 5,465,109円
(２) 創立30周年記念事業 (平成21年度分) 5,000,000円
(３) 残高 ((１) － (２)) 465,109円

���

関係諸帳簿及び書類を監査した結果､ 上記のとおり相違なく
正確かつ適法に執行されていることを認めます｡

平成21年５月17日

監査委員

監 査 報 告
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教
頭

松
村

美
賢

平
成
二
十
年
度
の
通
信
制
は
一

九
四
人
の
新
入
生
を
迎
え
、
総
生

徒
数
八
七
三
人
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

入
学
式
で
は
、
小
崎
良
伸
校
長

先
生
が
式
辞
の
中
で

｢『

社
会
的

自
立』

の
た
め
に
、
挨
拶
・
勉
強
・

仕
事
な
ど
当
た
り
前
の
こ
と
を
当

た
り
前
に
で
き
る｣

こ
と
を
め
ざ

し
て
、｢

愛｣

・｢

誇
り｣

・｢

自
立｣

の
教
育
目
標
の
実
践
の
話
を
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
新
入

生
代
表
の
清
田
紗
莉
依
さ
ん
が
本

校
で
学
ぶ
決
意
を
力
強
く
宣
誓
し

ま
し
た
。

六
月
、
第
五
十
九
回
熊
本
県
高

等
学
校
定
時
制
通
信
制
総
合
体
育

大
会
が
行
わ
れ
、
団
体
優
勝
は
卓

球
女
子
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
男
子
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
が
果
た
し
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
、
個
人
戦
で
も

優
勝
、
準
優
勝
な
ど
上
位
入
賞
を

多
く
果
た
し
、
通
信
制
の
部
活
動

の
強
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
県
代
表
と
し
て
八
月

初
旬
よ
り
東
京
を
主
会
場
と
し
た

全
国
定
通
総
体
に
臨
み
ま
し
た
。

ど
の
競
技
も
善
戦
し
ま
し
た
が
、

特
に
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
男
子
は
準

優
勝
と
い
う

見
事
な
結
果

を
残
し
ま
し

た
。
こ
れ
も
、

夏
休
み
、
仕

事
が
終
わ
っ

て
か
ら
の
合

同
練
習
の
成

果
が
十
分
に

発
揮
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

今
年
は
創
立
三
十
周
年
記
念
の

一
環
と
し
て
、
九
月
に

｢

通
信
祭｣

と
銘
打
っ
て
、
弁
論
大
会
と
ク
ラ

ス
マ
ッ
チ
を
行
い
ま
し
た
。
校
内

弁
論
発
表
大
会
は
五
人
の
弁
士
が

参
加
し
、
自
分
の
生
活
体
験
発
表

を
行
い
ま
し
た
。
ど
の
発
表
も
感

動
的
で
胸
の
熱
く
な
る
も
の
で
あ

り
、
参
加
し
た
み
ん
な
に
多
く
の

勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
県

大
会
は
結
果
と
し
て

｢

希
望｣

で

発
表
し
た
三
年
生
の
古
川
麻
衣
子

さ
ん
が
通
信
制
代
表
と
し
て
県
の

定
通
文
化
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

十
月
に
は
熊
本
県
高
等
学
校
定

通
文
化
大
会
が
熊
本
テ
ル
サ
会
場

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
午
前

に
弁
論
大
会
、
午
後
に
ス
テ
ー
ジ

発
表
が
行
わ
れ
、
生
徒
会
役
員
で

〝

ヨ
サ
コ
イ
ソ
ー
ラ
ン
踊
り〞

を

ス
テ
ー
ジ
一
杯
に
披
露
し
、
観
客

を
魅
了
し
大
好
評
で
し
た
。
生
徒

会
役
員
の
ま
と
ま
り
の
よ
さ
が
強

調
さ
れ
ま
し
た
。
ロ
ビ
ー
で
は
作

品
展
示
が
行
わ
れ
、
レ
ポ
ー
ト
作

品
や
、
面
接
指
導
で
制
作
し
た
レ

ベ
ル
の
高
い
発
表
で
し
た
。

通
信
制
で
は
、
総
合
的
な
授
業

の
時
間

｢

夢
プ
ラ
ン｣

や
人
権
教

育
の
一
環
と
し
て
外
部
講
師
を
招

い
て
の
講
演
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
人
権
教
育
で
は
水
俣
病
患
者

の
生
駒
さ
ん
の
お
話
を
お
聞
き
し

ま
し
た
が
、
生
徒
の
聞
く
態
度
に

感
動
さ
れ
、
最
後
は
涙
を
流
し
て

お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。｢

夢
プ
ラ

ン｣

で
は
慈
恵
病
院
の
看
護
部
長

田
尻
さ
ん
に
お
話
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
保
護
者

や
地
域
の
方
々
に
学
校
開
放
を
行
っ

た
り
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
生

徒
会
主
催
に
よ
る
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
の
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
大
会
な
ど
、

色
々
な
行
事
を
計
画
し
、
通
信
制

で
の
学
び
を
進
め
て
い
ま
す
。

進
路
指
導
関
係
も
近
年
、
大
学
、

短
大
、
専
門
学
校
等
へ
の
進
学
者

や
学
校
を
通
し
て
の
企
業
へ
の
就

職
者
も
増
加
し
て
お
り
、
生
徒
の

皆
さ
ん
の
頑
張
り
が
成
果
を
修
め

て
い
ま
す
。

最
後
に
、
今
年
度
は
お
か
げ
さ

ま
で
、
創
立
三
十
周
年
を
迎
え
、

記
念
式
典
を
盛
大
に
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借

り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
通
信
制

の
数
多
く
の
卒
業
生
の
皆
さ
ん
が

社
会
に
於
い
て
有
為
な
人
材
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
後

輩
の
生
徒
諸
君
も
後
に
続
く
べ
く
、

勉
学
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
更
な

る
発
展
を
期

す
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
以

上
の
皆
様
方

の
御
指
導
と

御
鞭
撻
を
よ

ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま

す
。

�����
�����

�����教
頭

中
原

勝
宣

今
年
度
、
創
立
30
周
年
の
節
目

を
迎
え
、
新
入
生
160
名

(

普
通
科

120
名
、
情
報
処
理
科
40
名)

を
加

え
生
徒
総
数
422
名
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

平
成
21
年
４
月
８
日

(

水)

、

本
校
第
１
体
育
館
で
第
14
回
入
学

式
が
行
わ
れ
、
小
崎
良
伸
校
長
先

生
が
時
代
の
変
化
を
好
機
と
捉
え
、

果
敢
に
挑
戦
す
る
人
材
に
成
長
し

て
欲
し
い
と
の
思
い
を
込
め
て

｢

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
、
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
、

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｅ｣

の
頭
文

字
か
ら

｢

三
つ
の
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ｣

と
し
て
生
徒
に
語
り
か
け
、｢

愛
・

誇
り
・
自
立｣

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

自
他
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
、
社

会
を
愛
し
誇
り
に
思
う
こ
と
が
大

事
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
度

｢

自
立｣

は
、
本
校
教
育

活
動
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い

ま
す
。

４
月
20
日

(

月)

か
ら
１
年
生

は
、
豊
野
少
年
自
然
の
家
で
２
泊

３
日
の
宿
泊
研
修
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
の
研
修
を
通
し
て
寝
食
を

共
に
し
て
学
ん
だ
こ
と
が
湧
心
館

魂
と
し
て
３
年
間
の
学
校
生
活
の

基
礎
と
な
り
ま
す
。

５
月
末
か
ら
は
、
高
校
総
体
・

高
校
総
文
祭
が
開
催
さ
れ
、
総
体

の
開
会
式
で
は
創
立
30
周
年
の
横

断
幕
を
高
ら
か
に
全
県
下
に
示
し

行
進
し
ま
し
た
。
硬
式
テ
ニ
ス
部
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
な
ど
の
各

部
が
健
闘
し
ま
し
た
。
高
文
祭
で

は
、
生
徒
の
書
が
展
示
さ
れ
る
と

と
も
に
演
劇
部
が
出
場
し
ま
し
た
。

ま
た
、
野
球
部
は
夏
の
高
校
野
球

県
大
会
予
選
で
強
豪
熊
工
に
善
戦

し
ま
し
た
。

９
月
19
日

(

土)

に
は
、

平
成
21
年
度

第
４
回
創
立

30
周
年
記
念

体
育
大
会
を

実
施
し
、
そ

の
最
後
を
飾

っ
た
マ
ス
ゲ

ー
ム
で
は
、
生
徒
一
人
一
人
が
力

強
さ
や
リ
ズ
ム
感
の
あ
る
調
和
の

と
れ
た
演
技
を
行
い
観
客
に
感
動

を
与
え
ま
し
た
。

10
月
６
日

(

火)

か
ら
、
３
日

間
、
２
年
生
が
進
路
研
修

(

イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ)

を
実
施
し
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
研
修
先
で
生
き

生
き
と
活
動
し
て
い
る
様
子
が
、

後
日
Ｒ
Ｋ
Ｋ
の
番
組
で
も
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

10
月
23
日

(

金)

に
は
創

立
30
周
年
記

念
式
典
が
挙

行
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
中

で
太
鼓
部
が

全
日
制
と
定

時
制
合
同
で

式
典
開
始
前

の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
御
披
露
目
し
ま
し

た
。
素
晴
ら
し
い
演
舞
で
賞
賛
の

声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

記
念
講
演
で
は
、
九
州
ル
ー
テ
ル

学
院
大
学
客
員
教
授
の
大
畑
誠
也

先
生
に
演
題

｢

教
育
の
基
本
〜
元

気
な
子
ど
も
づ
く
り
〜｣

と
し
て

御
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
18
時
30
分
か
ら
盛
大
に
記

念
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、
そ
の
場
で

も
定
時
制
太
鼓
部
が
力
強
い
演
舞

を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

翌
24
日
に
は
全
日
制
文
化
祭

(

湧
心
祭)

に
定
・
通
が
参
加
し

て
学
校
祭
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

育
友
会
か
ら
も
バ
ザ
ー
で
盛
り
上

げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

進
路
状
況
と
し
て
、
進
学
で
有

名
私
立
大
学
へ
合
格
を
果
た
し
ま

し
た
。
内
訳
は
、
東
京
理
科
大
学
、

東
京
農
業
大
学
、
國
學
院
大
學
等

で
す
。
ま
た
、
地
元
の
熊
本
県
立

大
学
、
熊
本
学
園
大
学
、
ル
ー
テ

ル
学
院
大
学
等
へ
合
格
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
就
職
は
、
世
界
的

不
況
の
あ
お
り
で
冷
え
切
っ
た
世

相
を
反
映
し
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
同
窓
生
の
皆
様

か
ら
雇
用
情
報
に
つ
い
て
御
連
絡

い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
に
お
い
て

も
、
生
徒
会
を
中
心
と
し
た
江
津

湖
周
辺
清
掃
活
動
や
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
に

よ
る
募
金
活
動
、
老
人
施
設
訪
問
、

保
育
所
訪
問
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
個
人
で
は
、
３
年
情
報

処
理
科
來
住
佳
祐
さ
ん
が
が
ん
ば

る
高
校
生
と
し
て
県
知
事
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
１
年
普
通
科
の
赤
池
桃

子
さ
ん
が
九
州
統
一
マ
イ
バ
ッ
グ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

｢

標
語
募
集｣

で

優
秀
賞

(

ゼ
ロ
ッ
ピ
ー
賞)

を
受

賞
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
多
数

の
生
徒
が
、
様
々
な
資
格
取
得
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
全
商
１
級
等
を

取
得
し
て
い
ま
す
。

創
立
30
周
年
を
機
に
生
徒
の
自

立
と
豊
か
な
心
の
育
成
に
今
以
上

に
取
り
組
み
、
同
窓
会
の
皆
様
か

ら
信
頼
さ
れ
、
誇
り
に
思
わ
る
学

校
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
御
支
援
、
御
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

教
頭

津
々
浦
雄
二

定
時
制
は
、
今
年
度
73
名
の
新

入
生
を
迎
え
、
生
徒
総
数
237
名

(

男
128
名
、
女
109
名)

で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
教
育
目
標
に

『
(

１)

校
訓
で
あ
る

｢

自
主
・

責
任｣

に
関
し
て
は
、
自
主
性
を

尊
び
良
い
と
こ
ろ
を
認
め
励
ま
す

教
育
の
実
践
、
す
な
は
ち
、
自
分

の
言
動
に
責
任
を
持
ち
、
気
持
ち

の
良
い
挨
拶
が
出
来
、
Ｔ
Ｐ
Ｏ
に

応
じ
た
服
装
や
言
葉
遣
い
が
出
来

る
社
会
人
の
育
成
を
目
指
す
。

(

２)
｢

創
造｣

に
関
し
て
は
、

様
々
な
知
識
や
知
恵
の
蓄
積
、
五

感
を
活
用
し
た
鋭
い
観
察
、
好
奇

心
を
持
っ
た
こ
と
へ
の
挑
戦
か
ら

｢

創
造｣

が
生
ま
れ
る
こ
と
に
留

意
し
、
自
分
の
夢
を
実
現
す
る
た

め
に
困
難
な
も
の
に
対
し
て
も
果

敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人
材
の
育

成
を
目
指
す
。(

３)

そ
の
他

(

愛
・
誇
り)

に
関
し
て
は

(

自

尊
感
情)

を
育
て
、
家
庭
、
学
校
、

地
域
、
日
本
を
愛
し
誇
り
に
思
う

国
際
人
の
育
成
を
目
指
す
。(

４)
(

自
立)

に
関
し
て
は
、
生
徒
一

人
ひ
と
り
が

｢

社
会
自
立｣

｢

進

路
自
立｣

を
目
指
し
、
地
域
社
会

や
企
業
等
に
有
為
な
人
材
の
育
成

を
目
指
す
。』

と
掲
げ
て
い
る
。

今
年
度
の
こ
れ
ま
で
の
活
躍
を

紹
介
し
ま
す
。

○
平
成
21
年
度
第
59
回
熊
本
県
高

等
学
校
定
時
制
通
信
制
総
合
体

育
大
会

(

６
月)

卓
球
男
子
団
体
優
勝

(

全
国
大

会
出
場)

、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子

団
体
優
勝
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子

シ
ン
グ
ル
ス
優
勝

(

全
国
大
会
は

風
邪
の
為
欠
場)

、
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
男
子
ダ
ブ
ル
ス
一
位
、
二
位
で

共
に

(

全
国
大
会
出
場)

、
卓
球

男
子
個
人
二
位
、
三
位
、
四
位

(

全
国
大
会
出
場)

と
奮
闘
し
、

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
素
晴
ら
し

い
成
績
を
修
め
ま
し
た
。

○
平
成
21
年
度
第
59
回
熊
本
県
高

等
学
校
定
時
制
通
信
制
文
化
大

会

(

10
月)

県
下
10
校
の
定
通
制
の
生
徒
600

有
余
名
が
一
同
に
会
し
、｢

生
活

体
験
発
表
や
絵
画
・
書
の
展
示
、

物
品
販
売
、
ス
テ
ー
ジ
発
表｣

等
、

日
頃
の
文
化
活
動
の
紹
介
を
行
っ

た
。
特
に
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
お

け
る
本
校
和
太
鼓
部
の
太
鼓
演
奏

は
勇
壮
で
観
客
を
魅
了
す
る
活
躍

で
し
た
。

○
創
立
30
周
年
記
念
第
２
回
湧
定

祭

(

文
化
発
表
会

11
月)

全
校
生
徒
、

職
員
で
作
成

し
た
竹
あ
か

り
を
灯
し
、

ス
テ
ー
ジ
発

表
、
展
示
、

バ
ザ
ー
等
を

行
い
、
振
興

会
役
員
の
皆

様
に
よ
る
食

品
バ
ザ
ー
も
出
店
し
て
頂
き
、
思

い
出
に
残
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

○
進
路
決
定
状
況

今
年
度
卒
業
予
定
者
35
名

(

内

３
修
生
12
名)

で
、
現
在
、
進
学

決
定
者
８
名

(

熊
本
県
立
大
学
、

熊
本
学
園
大
学
、
福
岡
女
子
短
期

大
学
、
看
護
・
医
療
系
専
門
学
校
、

公
務
員
専
門
学
校
等)

、
就
職
２

名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
就
職
希
望

者
は
今
後
更
に
、
正
規
雇
用
を
目

指
し
て
入
社
試
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

○
各
種
検
定
取
得
状
況

全
商
簿
記
実
務
検
定

｢

１
級
会

計
４
名
、
１
級
原
価
計
算
３
名
、

３
級
３
名｣

、
全
商
珠
算
電
卓
実

務
検
定

｢

１
級
１
名
、
２
級
１
名
、

３
級
11
名｣

、
全
商
ワ
ー
プ
ロ
実

務
検
定

｢

１
級
２
名
、
２
級
８
名
、

３
級
12
名｣

、
全
商
情
報
処
理
検

定

｢

３
級
11
名｣

、
全
経
簿
記
能

力
検
定

｢

３
級
３
名｣

が
合
格
し

ま
し
た
。

○
熊
本
県
が
ん
ば
る
高
校
生
表
彰

受
賞

情
報
科
学
科
３
年

｢

青
木
道
子｣

さ
ん
。
被
爆
地
か
ら
世
界
平
和
と

核
廃
絶
を
訴
え
る

｢

長
崎
高
校
生

平
和
大
使｣

に
本
県
高
校
生
か
ら

初
め
て
選
ば
れ
、
国
連
欧
州
本
部

の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
軍
宿
会
議
事
務
局

を
訪
問
し
、
核
廃
絶
を
求
め
る
８

万
人
を
超
え
る
署
名
結
果
を
オ
ル

ジ
ョ
ニ
キ
ゼ
事
務
局
長
に
提
出
す

る
活
動
を
行
い
大
き
く
新
聞
報
道

さ
れ
ま
し
た
。

紙
面
の
都
合
で
以
上
を
以
て
定

時
制
課
程
の

近
況
と
い
た

し
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
同

窓
生
の
皆
様

方
の
ご
指
導
、

ご
支
援
を
宜

し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

��������������会
員
の
皆
様
に

｢

江
極
だ
よ
り｣

三
十
周
年
記
念
号
を
お
届
け
い
た

し
ま
す
。
今
号
は
母
校
の
創
立
三

十
周
年
記
念
事
業
・
定
時
・
通
信
・

全
日
三
課
程
在
校
生
の
活
躍
な
ど

近
況
を
掲
載
し
ま
し
た
。
皆
様
の

ご
意
見
、
ご
感
想
な
ど
、
お
寄
せ

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

編
集
委
員

平
成
二
十
二
年
度
行
事
予
定

４
月
８
日

(

木)

入
学
式

(

全
日
制)

４
月
９
日

(

金)

入
学
式

(

定
時
制)

４
月
18
日

(

日)

入
学
式

(

通
信
制)

５
月
15
日

(

土)

体
育
大
会

(

全
日
制)

６
月
６
日

(

日)

県
定
通
体
育
大
会

６
月
20
日

(

日)

運
動
会

(

通
信
制)

９
月
26
日

(

日)

弁
論
大
会

(

通
信
制)

10
月
10
日

(

日)

県
定
通
文
化
大
会

10
月
下
旬

湧
心
祭

(

全
日
制)

11
月
５
日

(

金)

湧
定
祭

(

定
時
制)

３
月
１
日

(

火)

卒
業
式

(

全
日
制)

３
月
５
日

(

土)

卒
業
式

(

定
時
制)

３
月
６
日

(

日)

卒
業
式

(

通
信
制)
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